
児
童
手
当
受
給
者
が
生
活
費
等
の
経
済
的
負
担
を
し
、
養

育
し
て
い
る
場
合
の
み
で
す
。）

申
請
方
法

　
健
康
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
「
プ
ラ
ム
」へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※�

公
務
員
の
方
は
職
場
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

現
在
児
童
手
当
を
受
給
中
の
方
は
、
大
学
生
年
代
の
養
育

者
を
除
き
制
度
改
正
に
伴
う
手
続
き
は
不
要
で
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

・�

受
給
者
の
口
座
の
わ
か
る
も
の（
通
帳
ま
た
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
）

・
受
給
者
の
健
康
保
険
証

申
請
期
限

　
10
月
31
日（
木
）必
着

※�

令
和
7
年
3
月
31
日
ま
で
は
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
が
、

制
度
変
更
後
の
児
童
手
当
は
遡
及
し
て
支
給
と
な
り
ま
す
。

　�

た
だ
し
、
令
和
7
年
4
月
以
降
に
申
請
し
た
場
合
は
、
申

請
月
の
翌
月
分
か
ら
の
支
給
と
な
り
ま
す
。
申
請
が
遅
れ

た
分
の
支
給
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
問
健
康
こ
ど
も
課
こ
ど
も
班
　

　
　
☎（
82
）3
4
0
0

　
令
和
6
年
10
月
分（
12
月
支
払
分
）か
ら
児
童
手
当
制
度
が

次
の
と
お
り
一
部
改
正
さ
れ
ま
す
。

主
な
改
正
内
容

・
支
給
対
象
年
齢
の
拡
大

・
所
得
制
限
の
撤
廃

・
第
3
子
以
降
加
算
額
の
増
額

・�

第
3
子
以
降
加
算
の
カ
ウ
ン
ト
対
象
の
変
更

・
支
払
期
月
の
変
更

　（
詳
し
く
は
下
の
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

申
請
が
必
要
な
方

　
次
の
方
は
申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
、
新
た
に（
増
額
し
た
）

支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・�

現
在
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
な
い
方
で
、
高
校
生
年
代

の
み
を
養
育
し
て
い
る
方
、
現
行
制
度
の
所
得
上
限
限
度

額
を
超
過
し
た
こ
と
に
よ
り
児
童
手
当
の
受
給
資
格
を
喪

失
し
て
い
る
方

・�

現
在
児
童
手
当
を
受
給
し
て
お
り
、
大
学
生
年
代（
19
歳
に

到
達
す
る
年
度
か
ら
22
歳
に
到
達
し
た
年
度
末
）の
お
子
さ

ん
を
含
め
、
3
人
以
上
の
お
子
さ
ん
を
養
育
し
て
い
る
方

　�（
大
学
生
年
代
の
お
子
さ
ん
を
加
算
対
象
に
で
き
る
の
は
、

現行（改正前）（令和6年9月分まで） 改正後（令和6年10月分以降）
支給対象年齢 中学校修了までの児童

（15歳に到達した年度末まで）
高校生年代までの児童
（18歳に到達した年度末まで）

所得制限 あり なし

手当額
（第3子以降加算額）

〈3歳未満〉
●3歳未満一律：15,000円
〈3歳から小学校修了まで〉
●第1子、第2子：10,000円
●第3子以降：15,000円
〈中学生〉
●中学生：10,000円

〈3歳未満〉
●第1子、第2子：15,000円
●第3子以降：30,000円
〈3歳から高校生年代まで〉
●第1子、第2子：10,000円
●第3子以降：30,000円

第3子以降加算の
カウント対象

18歳に到達した年度末（高校生年代）までの
子どもから数えて第3子以降

22歳に到達した年度末（大学生年代）までの
子どもから数えて第3子以降（大学生年代は
養育している場合のみ）

支払期月 年3回（2・6・10月） 年6回（2・4・6・8・10・12月）

児
童
手
当
の
支
給
対
象
等
が

拡
充
さ
れ
ま
す

令
和
6
年
10
月
分
か
ら
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